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専門は環境社会学、科学技術社
会論。脱炭素社会への転換と、参
加・熟議によるガバナンスの刷新
が同時に起こる「気候民主主義」
の可能性について、約20人の学
際的研究グループを率いて現場で
の実践も交えながら研究している。

三上 直之

理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生
がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

　この授業は、行政、発電・小売電気
事業者、金融機関、市民団体などの外
部講師によるオムニバス形式の講義で
す。再エネの社会実装に実際に取り組
む方々から、各々の視点や成功・失敗
事例を紹介していただくことで、地域と

共生した再エネ実装について具体的かつ実践的な理解を深めるこ
とができます。地域共生と一口に言っても、行政による制度設計や
地域住民との共同出資、電気料金を地域基金に充てるなど、多様
なアプローチがあることを学びました。研究では、エネルギー分野
の脱炭素化に向けて経済合理的な再エネ技術構成などを計算し
ているので、それらを実際に社会実装するにあたって考えるべき課
題について学びの多い講義です。

脱炭素社会実現の重要な柱となる再生可能エネルギー。この授業は、さまざまな立場の13人の専門家をゲスト

スピーカーとして招き、再生可能エネルギーと地域の共生について学びます。「再生可能エネルギーは、特定の学

問だけで教えることはできない分野横断的な問題です。それを、この授業の主眼でもある“地域共生”、地域をい

かに元気にするかという視点で学んでもらうには、実際のプロジェクトに携わる方に来ていただくのが一番」と、本

巣先生。毎回のゲストは本巣先生と丸山康司先生（社会環境学専攻）の人脈によるもの。日本のエネルギー政

策を語る環境省、再生可能エネルギー等導入について促進条例を作った宮城県、市民参加の風力発電事業に

取り組む北海道グリーンファンドなど、日本の再生可能エネルギーの最前線を多角的に知ることができます。

　毎回講義の最後にはゲストからの「お題」が。たとえば「名大生参加型

の再エネをつくるなら何がいいか？」「企業の再エネ調達を活発化させるに

はどうしたらいいか？」。学生は自分の意見を提出することで、再生可能エ

ネルギーをどう進めるか、具体的に考えることになります。「名大生参加型

の再エネ」には、高低差のある名大の地形を生かした発電など、ユニークな

アイデアが出てきたとか。

　受講するのは、バックボーンの異なる環境学研究科の３専攻の学生。半

数を占める留学生も日本語で学んでいます。「ただ再生可能エネルギ―の

電力量を伸ばそうではなく、それが地域づくりに役立つことが大切」と本巣

先生。この学びが、それぞれの研究に生かされて、新しい社会変化を促し

ていくことを期待しています。
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都市環境学専攻
博士前期課程１年

社会環境学専攻　環境政策論講座　三上 直之 教授

　授業では、地域脱炭素に携わる
さまざまなステークホルダーの方々
のお話をうかがうことができます。
それぞれの立場から地域脱炭素に
向けた取り組みについてうかがう
中で、「地域と共生する再エネ」の
重要性に気づかされました。地域の電力と経済は地域の企業、住
民で回していくという前提の下で、再エネで地域の新たな価値を見
出していくことで、持続可能なエネルギー供給を成し遂げることが
できると感じています。私は現在、湖沼の貧酸素水塊形成やメタン
の消費過程に関する研究を行っており、温室効果ガス排出の自然
影響や由来にも目を向けています。今後は、こうした科学的知見を
持って、さまざまな地域脱炭素の制度設計や環境行政の在り方を
考えていきたいと思っています。

地球環境科学専攻
博士前期課程１年

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
に
は
、
経
済
や
社

会
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
る
構
造

的
な
変
化
が
必
要
で
す
。
気
候
変
動
対
策
を

妨
げ
て
き
た
社
会
的
意
思
決
定
の
あ
り
方
も

見
直
し
、
人
び
と
が
納
得
で
き
る
、
真
に
効

果
的
な
政
策
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
へ
と
刷
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
未
来
像
を
指
し
示
す

試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
欧
州
の
国

や
自
治
体
で
２
０
１
９
年
頃
か
ら
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
「
気
候
市
民
会
議
」
で
す
。

　

社
会
の
縮
図
を
作
る
よ
う
に
一
般
か
ら
無

作
為
に
選
ば
れ
た
数
十
人
〜
百
数
十
人
の
参

加
者
が
、
専
門
家
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

情
報
提
供
を
受
け
つ
つ
、
数
週
間
か
ら
数
か

月
に
わ
た
っ
て
熟
議
し
、
政
策
提
言
を
取
り

ま
と
め
ま
す
。
日
本
で
も
、
私
た
ち
の
研
究

グ
ル
ー
プ
が
２
０
２
０
年
に
国
内
で
初
め
て

札
幌
市
で
試
行
し
た
の
が
先
例
と
な
り
、
現

在
ま
で
の
約
５
年
間
で
、
各
地
の
自
治
体
が

公
式
に
主
催
す
る
な
ど
し
て
、
20
以
上
の
市

や
区
、
町
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
レ
ベ
ル
で
も
気
候
市
民
会
議
が
行
わ
れ

て
い
る
欧
州
で
、
先
が
け
と
な
っ
た
の
は
フ

ラ
ン
ス
で
す
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
燃
料

税
の
引
き
上
げ
へ
の
反
発
を
契
機
と
し
て
、

マ
ク
ロ
ン
政
権
の
政
策
に
抗
議
す
る
デ
モ
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
環

境
政
策
も
市
民
の
参
加
に
よ
る
本
格
的
な
議

論
を
踏
ま
え
る
べ
き
だ
と
い
う
観
点
か
ら
、

政
府
が
気
候
市
民
会
議
を
主
催
す
る
に
至
り

ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
無
作
為
に
選
出
さ
れ
た
１
５
０

人
の
市
民
が
、
２
０
１
９
年
秋
〜
20
年
夏
の

７
回
の
週
末
、
パ
リ
に
集
ま
っ
て
議
論
を
重

ね
、
１
４
９
項
目
か
ら
な
る
提
言
書
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
21
年
に
は
、

気
候
変
動
対
策
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
関

す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

鉄
道
で
2
時
間
半
以
内
で
移
動
で
き
る
区
間

の
航
空
機
の
国
内
線
を
禁
止
す
る
規
制
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
気
候
市
民
会
議
を
め
ぐ
っ
て
は
、
株

式
配
当
へ
の
課
税
や
高
速
道
路
の
制
限
速
度

の
引
き
下
げ
な
ど
、
主
要
な
提
言
の
一
部
が

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
棄
却
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
当
初
、
提
言
は
骨
抜
き
に
さ
れ

た
と
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会

議
か
ら
５
年
が
経
っ
た
今
年
、
興
味
深
い
調

査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
独
立
の
研
究

者
ら
が
追
跡
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス

の
気
候
市
民
会
議
の
提
言
の
う
ち
、
20
％
は

そ
の
ま
ま
、
ま
た
は
強
化
さ
れ
た
形
で
実
行

さ
れ
、
他
の
51
％
も
部
分
的
に
ま
た
は
変
更

を
加
え
て
実
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
提
言
の
7
割
以
上
が
実
行
に
移
さ
れ
た

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

会
議
か
ら
５
年
を
経
て
の
こ
の
評
価
は
、

市
民
の
参
加
や
熟
議
の
効
果
が
、
お
そ
ら
く

他
の
要
因
と
も
絡
み
合
い
つ
つ
、
時
間
を
か
け

て
浸
透
し
、
現
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
を
進
め
る

際
、
長
い
時
間
軸
で
変
化
を
見
定
め
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

「ただ再生可能エネルギ―の「 再 可 エ ル

気候市民会議の効果、5年後の評価

この日のゲストは、生活クラブ生活協同組合の半澤彰浩氏。生活クラブのエネルギー政策と「生活クラブでんき」を通じた地域づくりの取り組みを紹介。
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